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令和８年度

施政方針における
　　　　　　主要な取組
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誰もが夢叶う
　　　　　　　　　　　　　　　　　    き く が わ

幸せ創生都市“菊川”
計画期間：令和８年度～１５年度（８年間）

■将 来 像

■基本理念

令和８年度は 「第３次菊川市総合計画」がスタート
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■菊川市の人口（12月31日現在）と出生数（１月１日～12月31日の計）

菊川市の「人口」と「出生数」の推移
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令和２年　３７５人

令和7年

276人

５年前に比べ
　　人　口は約1,600人減（△3.3％）
　　出生数は約1０0人減（△26.4％）

【出典】住民基本台帳



人口減少対策　「緩和」 と 「適応」

緩和策 適応策
人口減少の

急激な進行を
可能な限り抑える

人口が減っても
持続可能な
まちづくり

移住・定住の促進

出生率の向上

●情報発信強化による認知度の向上
●多くの人を呼び込む取組の推進
●菊川に関わる人・企業の増加
●結婚・妊娠に係る経済的負担軽減
●切れ目ない子育て支援

健康寿命の延伸

多様な人材の活躍

●市民、地域と一体となった健康  
　 増進、介護予防の取組推進
●若者が活躍できるまちづくり
●多文化共生の推進
●スタートアップ支援、誘致
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行政は最大のサービス業
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第 １ 位

「いい部屋ネット 街の幸福度
ランキング2025＜静岡県版＞」

大東建託株式会社

「街の幸福度ランキング＜静岡県版＞」

菊川市が   第１位 に！

自然や利便性、暮らしやすさ、子育て環境への安心感などを
　　　市民の皆様から評価いただきました！！

どこへでも
アクセス良好のまち

静岡市と浜松市のほぼ中間に位置
し、通勤・通学に便利。

ココがイイ！ ココがイイ！

温暖な気候で
雪が降らない

平均気温約16℃。温暖な気候に恵
まれ冬でも雪が降らない

日照時間も全国トップクラス！

ココがイイ！

アウトドアスポーツを
1年中楽しめる！

ゴルフやバイク、サイクリング、
サーフィンを楽しめる。
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第３次総合計画　と　令和８年度施政方針

き
く

が

わ

希望と夢あふれる
　次世代を育てるまち

日々の暮らしに
　安心を届けるまち

笑顔と活力あふれる
　幸福を実感できるまち

賑わい快適な暮らしを
支えるまち

躍動する新たな魅力で
可能性を切り拓くまち

創意工夫でつなぐ
新たな財源を創り出すまち

令和８年度
市政運営の基本的な考え方と取組

次世代

安心

幸福

快適

躍動

第３次総合計画
魅力目標

創意工夫ƄĠ
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◆市政運営の基本的な考え方と取組
　　６つの基本方針に基づき、４７の推進事業を掲載しています。

　

　
　＜１＞ 安心できる子育て環境の整備
　＜２＞ 安全かつ快適な教育環境の構築
  ＜３＞ 持続可能な学校運営の実現

 ＜１＞ 地球温暖化対策の推進
 ＜２＞ 菊川駅周辺及び駅北まちづくり事業の推進

 ＜３＞ 幹線道路の整備と公共交通ネットワークの充実

　

 ＜１＞ 流域治水対策の推進
 ＜２＞ 市役所敷地一帯の防災機能強化
 ＜３＞ 生命・財産を守る防災力の強化

　

 ＜１＞ 市内事業者の成長支援
 ＜２＞ 若者の来訪促進と点群データの活用
 ＜３＞ 持続性の高い農業生産基盤の強化
 ＜４＞ 菊川茶の国内外にむけた出口戦略の拡大
 ＜５＞ 「やりたい」「やってみたい」の活動支援
 ＜６＞ 住みたいまちにつなげる移住・定住の推進 

 ＜１＞ 包括的支援体制整備の推進
 ＜２＞ 経済的困難を抱える家庭の子どもに対する学習支援
　　　　の推進
 ＜３＞ 健康寿命延伸のための健康づくりと介護予防の推進
 ＜４＞ 地域医療を支える菊川病院の経営改善
 ＜５＞ スポーツ・文化を楽しむ機会の確保

令和８年度　施政方針

-7-

　　≪次世代≫

　　　希望と夢あふれる次世代を育てるまち
１

基本方針

　　≪安心≫

　　　日々の暮らしに安心を届けるまち
２

基本方針

　 ≪幸福≫

　　笑顔と活力あふれる幸福を実感できるまち
3

基本方針

　 ≪快適≫

　　　賑わい快適な暮らしを支えるまち
4

基本方針

　　≪躍動≫

　　　躍動する新たな魅力で可能性を切り拓くまち
５

基本方針

　 ≪創意工夫≫

　創意工夫でつなぐ新たな財源を創り出すまち
6

基本方針



保育所などに通っていない０歳６カ月から
満３歳未満の子どもが通園できる制度です。
新たに小笠北認定こども園で開始します。

市内民間園などにも実施を呼びかけ、
すべての子どもの育ちを応援し、
より良い成育環境を整備していきます。

（子ども・子育て支援制度事業費（民生費））
                                       ≪2,822千円≫
（小笠北認定こども園費）　　  ≪5,239千円≫

　　  ≪次世代≫　希望と夢あふれる次世代を育てるまち１
基本方針

　安心できる
　　子育て環境の整備
１

　　子育て短期支援事業
　　　（こども相談事業費（児童福祉））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　≪42千円≫

保護者の疾病や育児疲れなどにより、子育てが一時的に
困難となった場合、児童養護施設などにショートステイ
できる支援事業を新たに開始します。
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　R7から
　　「全国トップレベル」のサポート開始！
 　

　　　　①助成金額　最大100万円／回
  　②助成率　10／10
  　③対象治療　保険適用分＋適用外
 

　さらに
　　手続きの不安解消のための
　　　　　　　　　　　　「個別相談会」を開催！

利用者の声
・お金の心配をせず
　　治療を始めることができた
・相談会で不安が減った
・保険適用分も
　　対象になるのはありがたい
　　　　　　　　　　　など

　　きくすく妊活サポート事業
　　 （母子保健医療費）　≪10,000千円≫

　　  ≪次世代≫　希望と夢あふれる次世代を育てるまち１
基本方針

　安心できる
　　子育て環境の整備
１

令和７年度から新事業をスタート！
助成金額などの拡充や相談会の実施により、
実際に事業を利用された人からも感謝のお声をいただいています。

引き続き、
一人でも多くの人の夢が    うよう、
          
          支援に取り組みます。

叶
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不妊治療の経済的負担を軽減し、子どもを希望する人を後押しします。
　

 R7年度の申請は、R6年度の４倍に迫る見込みです。



　　安全かつ快適な教育環境の構築２

　　  ≪次世代≫　希望と夢あふれる次世代を育てるまち１
基本方針

小笠北小学校体育館
六郷小学校体育館

　　小中学校特別教室・　　 体育館への空調設備整備
　

　　（特別教室） 市単独小学校施設整備事業費 　≪22,988千円≫
　　（体育館） 　 市単独小学校施設整備事業費 ≪226,853千円≫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R7繰越明許含む）

　　　　　　　　　  市単独中学校施設整備事業費　 　≪4,587千円≫
すべての児童生徒が、安全かつ快適な環境で学習できるよう
堀之内小の図書室・音楽室・理科室、内田小の音楽室・理科室への空調設置を進めます。

快適な教育活動の環境確保と災害時避難所の機能強化に向け、各小中学校体育館への空調設置を進めます。
令和８年度は、小笠北小と六郷小へ設置工事を実施し、加茂小と岳洋中は実施設計を行います。
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　　  ≪次世代≫　希望と夢あふれる次世代を育てるまち１
基本方針

　  持続可能な学校運営の実現３

少子化の進行が厳しさを増すなか、持続可能な学校運営を実現して
いくことが求められています。学校や教育委員会が地域へ出向き、
保護者や地域の皆さまと意見交換をする場を設け、これからの学校
の在り方をていねいに検討していきます。
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児童数減少に対する
　　学校の在り方検討
（小中一貫・連携教育推進費）≪239千円≫
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棚草川遊水地

岳洋中貯留施設

菊川流域治水プロジェクト
黒沢川流域「特定都市河川」の指定

　　　≪安心≫　日々の暮らしに安心を届けるまち2
基本方針

　　流域治水対策の推進１

棚草川遊水地の整備
（菊川流域治水対策事業費）
               ≪55,568千円≫

国直轄河川では県内初となる「特定都市河川」の
指定を受けた黒沢川流域では、国や県とともに流
域水害対策計画を策定し、計画に基づく総合的な
浸水被害対策を一層強化します。

市南部地域の浸水被害軽減を図るため、黒沢川の支
流の棚草川左岸に38,200トンの遊水地整備を進め
ています。
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災害対策本部棟及び堀之内体育館完成イメージ図

災害対策本部棟の新築工事
　　　　　　　　　　　　　≪161,655千円≫

　　　≪安心≫　日々の暮らしに安心を届けるまち２
基本方針

　 市役所敷地一帯の防災機能強化２

大規模災害発生時に、迅速かつ的確な災害対応を行う災害対策本
部体制を整えるため、令和９年度の完成を目指し災害対策本部棟
の新築工事に取り組みます。
堀之内体育館を一体的に整備することで、関係機関が迅速に参
集・待機できる環境を整えます。
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本庁舎駐車場再整備設計
≪9,768千円≫
解体した「旧町部地区センター」跡地の仮駐
車場を本駐車場とするための工事と既存駐車
スペースの幅の拡張を行い、市役所利用者の
利便性の向上を図るとともに、災害時の実働
機関等の参集・待機に備えます。

本庁舎駐車場の現状

【工事期間】
　令和７年12月～令和９年５月

【工事費（当初契約額）】
 15億1,470万円※設計費等を除く
（内訳：災害対策本部棟７億3,627万円、堀之内体育館７億7,843万円）

市民の命と暮らしを守ります！



生命や財産を守る防災力の強化については、受援体制
の強化が重要です。関係機関と連携して遺体安置所開
設・運営訓練を新たに実施し、実効性の高い体制づく
りを進めます。

　　　≪安心≫　日々の暮らしに安心を届けるまち２
基本方針

　 生命・財産を守る防災力の強化３

受援体制の強化に向けた
　　　　　　　防災訓練の実施
（防災訓練事業費）≪814千円≫

「防災キャンプ」の開催
将来の地域防災の担い手として期待される中高
生などの若者が興味を持つよう、自衛隊と連携
した防災キャンプを実施し、若い世代の防災意
識の向上を図ります。
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　　　≪安心≫　日々の暮らしに安心を届けるまち２
基本方針

　 生命・財産を守る防災力の強化３

女性の防災啓発事業
　　　　　　　　　　≪217千円≫

女性目線の防災に役立つ講話を開催するとと
もに、女性同士のワークショップなど、意見
交換しやすい環境を整え、地域防災において
多様な視点を生かした体制づくりを進めます。

中部電力には信頼回復のため、誠意ある対応を求めてい
きます。また、国へはしかるべき指導監督を行っていた
だくよう強く要請しました。
この地域に原子力発電所が立地する限り、万全な安全対
策を求めるとともに、「原子力災害時広域避難計画」の
具体化・充実化のための取組を進めます。

原子力防災の取組
（広報・調査等事業費）　　≪2,381千円≫
（放射線防護施設管理費）≪1,180千円≫
（防災対策総務費）　　　　　  ≪241千円≫
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近年、少子高齢化や核家族化などを背景として、
困りごとが複雑・複合化傾向

プラザけやきにある介護、障がい、生活困窮、子育
ての各相談窓口を中心に、庁内各課や関係機関が分
野を越えて連携し、包括的な支援を実施します

これまでの制度別支援では課題解決が困難に･･･

市役所ぜんぶがリンクしてサポート

相談支援

　　　≪幸福≫ 笑顔と活力あふれる幸福を実感できるまち3
基本方針

　 包括的支援体制整備の推進１

つながる窓口 きくLink
(重層的支援体制整備の推進)

（社会福祉総務費）≪66千円≫

リ  ン  ク

-16-



　　　　　生活困窮者自立支援事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　≪2,189千円≫

　　　≪幸福≫ 笑顔と活力あふれる幸福を実感できるまち3
基本方針

　 経済的困難を抱える家庭の
　　　子どもに対する学習支援の推進
２

家庭の事情により学習面での支援が必要な子どもを支える
ため、小学生から高校生を対象に、講習会や進路相談を実
施します。

模擬試験などの受験料を補助し、進路選択の
幅を広げます。

すべての子どもたちが、
　　将来に向かって力を伸ばせるよう、
　　　　　　切れ目のない支援を進めます。

ひとり親家庭等受験料支援金
（母子福祉費）　　≪1,005千円≫

一人ひとりが「もっと学びたい」という思いを
               
                               　　　     　　　　　　えます。叶
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　　　≪幸福≫ 笑顔と活力あふれる幸福を実感できるまち3
基本方針

3歳児健診における
推定一日食塩摂取量測定
（母子保健事業費）　≪307千円≫

生活習慣病の予防のため、３歳児健診の際に推定
一日食塩摂取量を測定し、見える化することで親
子で取り組む将来的な疾病予防につなげます。

健康イベントの開催
　（健康増進事業費）　　≪164千円≫

茶ちゃっと！
　　出張健康チェックの実施
　（健康増進事業費）　　≪183千円≫

新たに作成した「きくがわ健康歩こうマップ」を活用した
ウォーキングなど日常的な運動習慣を身に付けるきっかけ
作りを進めます。

好評いただいている「茶ちゃっと！
出張健康チェック」にも引き続き取
り組みます。

　 健康寿命延伸のための
　　健康づくりと介護予防の推進
３
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　　　≪幸福≫ 笑顔と活力あふれる幸福を実感できるまち3
基本方針

　 健康寿命延伸のための
　　健康づくりと介護予防の推進
３

介護予防の推進
　（介護保険特別会計）≪110,937千円≫　

菊川市は健康長寿
　全国トップクラス！

静岡県は日本一の健康長寿県
菊川市はお達者年齢県内35市町中

 Ｒ５ 男性：２位、女性：11位
 Ｒ４ 男性：１位、女性：15位
 Ｒ３ 男性：１位、女性：23位
 Ｒ２ 男性：１位、女性：17位
★男性はＲ２～Ｒ４の３年連続１位★

健康長寿のキーワードは

食事・運動・社会参加

医療、介護、健康づくり、介護予防、住まい、福祉・生活
支援が包括的に確保される体制「地域包括ケアシステム」
の深化・推進と介護保険サービスの円滑な提供を図るため、
「菊川市第10次高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事
業計画」を着実に推進します。

市内全域で健康づくりと介護予防に取り組むことで、誰も
が健やかに暮らし続けることができるまちづくりを推進し
ます。

また、「新しい認知症観」の理解促進などに取り組む「認
知症施策推進計画」を包含した次期計画を策定します。



　　　≪幸福≫ 笑顔と活力あふれる幸福を実感できるまち3
基本方針

　 地域医療を支える菊川病院の経営改善４

菊川病院は、住民の生命と健康を守る拠点として重要な役割を担っています。

令和７年度は過去最高の入院収益となる見込みですが、人件費や材料費などの高
騰により非常に厳しい経営状況が続いています。そのため、内科紹介制度の見直
しや産婦人科の分娩休止などの機能再編の検討を行いました。

令和８年度も、経営改善を進め、効率的な病棟運営や地域包括ケア病棟の拡充に
よる高齢者救急の受け入れなど、安定的な収支バランスの実現のため、職員一丸
となって経営改善に取り組みます。
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病院の経営改善
　（病院事業会計）　　≪7,448,138千円≫



相談支援

　　　≪幸福≫ 笑顔と活力あふれる幸福を実感できるまち3
基本方針

　 スポーツ・文化を楽しむ機会の確保5

令和10年８月末までにすべての種目で地域展開を完了
することを目標に取組を進めます。
今後、多種多様な公認地域クラブの認定を進め、誰も
がスポーツや文化を楽しむことができるまちづくりに
つなげていきます。

令和９年度中の完成を目指し、堀之内体育館の建替を進めます。
　

新しい体育館は空調設備を整備することで季節や天候に左右さ
れずスポーツを楽しめる環境を提供します。また、ステージを
なくすことで競技スペースの拡大や動線の改善を図ります。
　

さらに使いやすい体育館の完成により、幅広い世代がスポーツ
に親しむ機会を創出します。
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堀之内体育館整備事業
　　　　　　　　　　≪171,157千円≫

堀之内体育館完成イメージ図

休日の部活動の地域展開
（部活動地域展開推進費）≪5,229千円≫



令和８年４月から、製品プラスチックを新たに資源として回収し、
可燃ごみの削減につなげます。
 

また、事業所のごみ削減を目指し、食品ロス削減への協力の呼び
かけを行います。

　　　≪快適≫　賑わい快適な暮らしを支えるまち4
基本方針

　 地球温暖化対策の推進１

製品プラスチック分別収集等の開始
　　　　（分別収集等奨励金）　≪12,032千円≫

「菊川市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）及び気候変動適応計
画」を、国に即した温室効果ガス削
減目標とするため見直します。

　　　皆さまのご協力により

１人１日あたりごみの少なさ

　７年連続（H29～R5）

県内35市町中　２位！
★環境省：一般廃棄物処理実態調査結果

-22-

温室効果ガス削減目標の見直し



　　　≪快適≫　賑わい快適な暮らしを支えるまち4
基本方針

　 菊川駅周辺及び駅北まちづくり事業の推進２

菊川駅南北駅前広場の整備
（駅南北自由通路整備事業費）　≪629,495千円≫

駅北広場の整備にも着手し、誰もが使いやすい広
場を目指します。

令和８年３月にJR菊川駅南北自由通路が供用開始し、
駅の利便性が大きく向上します。
南北自由通路と駅前広場などの整備を好機に、市内外の皆さまが集い、
楽しめる魅力的な空間づくりを進め、賑わいの創出を図ります。

駅南広場の復旧工事では、自由通路から直進して
駅前交差点横断歩道へつながるよう歩行導線を見
直します。
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菊川駅

JR東海道本線
北

南

　 菊川駅周辺及び駅北まちづくり事業の推進２

　　　≪快適≫　賑わい快適な暮らしを支えるまち4
基本方針
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駅北まちづくりの検討
　　（駅北整備事業費）
　　　　　≪26,551千円≫

駅北エリアが持つポテンシャルを生か
し、民間活力を積極的に取り入れた面
的なまちづくりを進めるとともに、国
道１号へのアクセス向上について検討
し、定住人口の増加につなげます。

駅北まちづくり事業予定区域



　　　≪快適≫　賑わい快適な暮らしを支えるまち4
基本方針

　 幹線道路の整備と
　　公共交通ネットワークの充実

３

都市計画道路青葉通り嶺田線の小松洗橋架け替えにむけ、
仮設歩道橋設置工事に着手します。

市道大須賀金谷線は菊川地域を、市道井矯堂線は小笠
地域を東西に結ぶ幹線道路として、継続して整備を進
めます。

市道大須賀金谷線

市道井矯堂線
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　　社会資本整備総合交付金事業

　　市道大須賀金谷線
　　　　　　　　　　　 ≪109,501千円≫

　　市道井矯堂線 ≪139,344千円≫
いたみどう

　社会資本整備総合交付金事業

　青葉通り嶺田線≪378,588千円≫

　県費補助事業

　青葉通り嶺田線　≪31,312千円≫



　　　≪快適≫　賑わい快適な暮らしを支えるまち4
基本方針

　 幹線道路の整備と
　　公共交通ネットワークの充実

３ 運転免許証自主返納支援事業
（交通安全推進費）　≪311千円≫

まずは乗ってもらうことを目的として、新たに運
転免許返納者や75歳以上の市民などを対象にバ
ス運賃の無料化を実施します。
移動支援の拡充、高齢者などの交通事故防止や外
出促進による介護予防につなげます。

公共交通空白地域の解消に取り組んだ結果、公共交通利用圏域
の人口割合は85.8％と高い水準となっています。
今後も、ルート変更などの検討を進めるとともに、先進技術の
活用についても研究を深め、将来にわたり持続可能な公共ネッ
トワークの構築を目指します。

コミュニティバスの利便性向上
（コミュニティバス推進費）
　　　　　　　　　　　　　≪46,314千円≫

公共交通利用圏域の人口割合

85.8％ 90.0％　 　 　５年間で

※鉄道駅より半径800ｍ以内、バス停より半径300ｍ以内
　（フリー乗降区間含む）の人口割合 -26-

R7年度 R12年度 

皆さん、
　コミバスに乗って
　　お出かけしませんか



　　　≪躍動≫躍動する新たな魅力で可能性を切り拓くまち5
基本方針

　 市内事業者の成長支援１

事業承継アンケートの実施
（創業・事業承継等支援事業費）　
≪1,195千円≫

市内事業所の事業承継の実態や課題を的確に把握する
ため、事業承継アンケートを実施します。調査・分析
結果を使い、効果的な支援策を検討します。

-27-

中小企業等奨学金支援事業費補助金
（産業振興推進費）　≪800千円≫

従業員の奨学金返還を支援する企業を応援します。
企業と行政が協力し、地域で働く人たちを応援す
ることで、市内企業の採用力強化と定着促進につ
なげます。

従業員承継親族内承継 M＆A



　 若者の来訪促進と
　　　点群データの活用
２

点群データ活用地域課題解決
実証事業（産業活性化・人材育成）
（創業・事業承継等支援事業費）
　　　　　　　　　　　　　　≪4,471千円≫

静岡県が公開している３次元点群データに、
菊川市の一部地域のデータを新たに加えて仮想空間に再現することで、
新たな社会インフラとして活用できる環境を整え、大学生などの若者を
対象に、こうしたデジタル技術を活用した取組を始めます。

【各画像出典】

VIRTUAL SHIZUOKA 公式Webサイト

【出典】静岡点群サークル

　　　≪躍動≫躍動する新たな魅力で可能性を切り拓くまち5
基本方針
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若者の菊川市への来訪を促進することで市内産業への関心を高めます。
加えて、多様な主体による身近な地域課題解決へデジタル技術を活用
していきます。

データを使い現実空間を仮想空間に再現

静岡県職員がゲームエンジンで
作成した例



　 持続性の高い農業生産基盤の強化３

メタン発酵バイオ肥料
実証事業　
（農業活動推進費）　 
　　　　　　　 ≪500千円≫

市内バイオガスプラントによる発電
事業から生じるメタン発酵消化液を
バイオ肥料として活用する実証実験
に取り組みます。

オーガニックビレッジ宣言に向けた取組

環境負荷を抑えつつ、地域全体で安心・安全な農産物の生産と
消費を推進する体制を整え、将来的には市全体で有機農業を支
える基盤づくりを進めます。

　　　≪躍動≫躍動する新たな魅力で可能性を切り拓くまち5
基本方針

-29-



　 菊川茶の国内外にむけた
　　　　　　出口戦略の拡大

４

菊川茶碾茶製造拠点化
　モデル事業費補助金　≪700千円≫

海外戦略展開支援事業費補助金≪652千円≫

抹茶の原料となる碾茶製造にむけた経営や規模拡大を支えるため、被覆資機
材の導入に対する支援を実施します。

県と連携し、輸出に対応した生産体制に必要な改植などの支援を進めます。

増加するドリンク茶需要に対応するため、荒茶工場の整備について国の補助金
を活用しながら支援を行います。

　　　≪躍動≫躍動する新たな魅力で可能性を切り拓くまち5
基本方針
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新基本計画実装・農業構造転換支援事業費
補助金　　　　　　　≪98,125千円≫（R7繰越明許）

海外輸出専用Webサイト使用料≪2,640千円≫

国内外のECサイトを活用した海外への販売を引き続き推進していきます。



　 「やりたい」「やってみたい」の活動支援５

　　次代を担う若者の活動支援
　　　（協働のまちづくり推進費）　
　　　　　　　　　　　　≪7,320千円≫

全国初の「こども・わかもの参画宣言」都市として、
若者の地域活動を後押しします。

令和８年度は、小中学校の総合学習への参画やコミュ
ニティスクールとの連携を通じて、地域おこし協力隊
員と協働しながら若者の活動をつなぐ役割の強化に取
り組みます。

　　「バイクミーティングの聖地」
　　　　　　　　　　　　機運発展支援
　　（交流促進事業費）≪1,287千円≫

　　　≪躍動≫躍動する新たな魅力で可能性を切り拓くまち5
基本方針

令和４年から毎年市内で開催されているバイクが集まる
イベントにより、「バイクミーティングの聖地」として
認知が高まりつつあります。
 

この機運をさらに発展させるため、バイクミーティング
用の看板製作や、集まった人たちが市内を周遊したくな
るような取組を展開します。
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　 住みたいまちにつなげる
　　移住・定住の促進

６

空き家活用事業費補助金
（移住・定住・交流推進事業費）　≪2,000千円≫

空き家を地域の重要な資源ととらえ、空き家バ
ンクに登録された物件のリフォーム費用の一部
を新たに補助し、移住希望者や子育て世帯など
と空き家所有者とのマッチングを促進します。

きくがわ応援大使や、総務省が創設する関
係人口を可視化し地域の担い手確保や活性
化につなげる「ふるさと住民登録制度」を
活用し、新たな関係人口の創出を目指しま
す。

魅力

暮らし 幸せ

市民
（関係人口）

（交流人口）

たかめる
（進化）

つづく（持続）
ひろがる（発展）

つくる
（創造）

次世代に引き継ぐ
素晴らしい環境

■目指すべき まちのイメージ

魅力ある暮らし　

まちのポテンシャル
を引き出す

　　　≪躍動≫躍動する新たな魅力で可能性を切り拓くまち5
基本方針
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関係人口を創出する取組



「幸せを創り生み出すまち」を実現するためには、
将来にわたって幸せを生み出すものは何かなどという視点で、
事業の選択と集中を進める必要があります。
限られた財源を有効に活用するために、
計画的な健全財政を心がけ、重点的な施策に財源を投じます。

健全財政への取組

財政状況の変化に対応するためには、
「使い方」だけでなく「集め方」について
もこれまで以上の工夫と努力が求められま
す。

財源を「待つ」のではなく、
自ら「稼ぐ」姿勢が今後の財政運営には欠
かせません。

積極的な
財源確保への取組

　　　

　　創意工夫でつなぐ新たな財源を創り出すまち
６
基本方針
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プラスワン

■関心や共感を高める取組
 

企業版ふるさと納税やクラウドファンディングなどの手法も積極的に活用します。

R7.７～９月で45万円

【KIFUGAWA PROJECT】菊川駅南北自由通路寄附金(R5∼R7)
 ガバメントクラウドファンディング、企業版ふるさと納税、
 ふるさと納税、一般寄附により

　　　　　R7.１２月末時点で９千万円以上の寄附を受領

R7.10～R8.1月で115万円

　　　

　　創意工夫でつなぐ新たな財源を創り出すまち
６
基本方針
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目標
達成

GCF



海外輸出専用Webサイト
構築事業 10万円

(株)南山堂様

プラスワン

【株式会社
 南山堂様】

　　　

　　創意工夫でつなぐ新たな財源を創り出すまち
６
基本方針
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新入学児童ヘルメット
贈呈事業 40万円

教育環境の向上
  5,030万円

ビジネスプラン
コンテスト 219万円

耕作放棄茶園有効活用事業
      110万円

■トップセールスの実施
 

菊川市にゆかりのある個人や企業へのトップセールス
を行い、新たな財源を確保していきます。

４年間で 4,000万円！
駅などの様々な事業へご寄付

※金額はR7実績見込み額です。



プラスワン

　　　

　　創意工夫でつなぐ新たな財源を創り出すまち
６
基本方針

■職員一人ひとりの創意工夫
　
職員一人ひとりの創意工夫も、まちの未来を切り拓く大きな力となります。
挑戦を恐れない姿勢で行政運営を進めてまいります。

➊ 経営感覚を大事にする

❷ 大切な“税”を無駄にしない

❸ 前例踏襲や市役所の常識にとらわれない

❹ 巧遅より拙速（60点でよい　ともかく進める）

❺ 行政資源（ヒト・モノ・情報）を活かす

行政運営の方針
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37

 エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対する支援をするため国から交付される
「重点支援地方交付金」４億6,499万円を財源に、市民や事業者の皆さまを支える９つの事業を実施します

区分 № 事業（予算事業名）・概要 事業費

生　

活　

支　

援

１
くらし応援給付金 （住民税非課税世帯くらし応援給付金事業費）
 住民税非課税世帯へ「くらし応援給付金」（１世帯１万円）を支給します

33,863
千円

２ 自然エネルギー利用促進事業費補助金 （地球温暖化対策費）
 太陽光発電システム等の設置を補助します

3,520
千円

３ 水道料金基本料金の減免 （水道料金軽減事業）
 ３期（６ヶ月分）の水道料金基本料を減免します

158,881
千円

４
プレミアム付き商品券 （ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付き商品券発行事業）
 5,000円で10,000円分の買い物ができる商品券（プレミアム率100％・１世帯２セットま
で購入可）を発行します

203,635
千円

５ 学校給食保護者負担軽減事業 （給食運営費）
 中学生の保護者が負担する学校給食費のうち物価高騰分を支援します

24,825
千円

事　

業　

者　

支　

援

６ 自治会防犯灯省エネ化整備工事 （防犯対策推進費）
 自治会防犯灯のLED化を支援します

11,200
千円

７ 物価高騰対策福祉サービス継続支援金 （障害者福祉総務費）
 障害福祉サービス事業所のエネルギー・食料品価格の物価高騰分などを支援します

6,717
千円

８
物価高騰対策福祉サービス継続支援金 （事業所管理費）
 介護保険事務所等のエネルギー・食料品価格の物価高騰分などを支援します

10,702
千円

９
市立総合病院物価高騰対策支援事業 （病院費）
 物価・エネルギー高騰の影響を受けている市立総合病院の経営支援を実施します

11,652
千円

　 重点支援地方交付金（追加分）事業
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「誰もが夢叶い、
　　幸せを創り出すまち」 

　の実現に向けて



  菊川市一番の 
　市民の
 皆様とともに


